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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　図２に、本発明の超音波振動接合装置１０の部分左側面図を示す。ホーン１７は図２に
示したように、超音波振動子１１にブースタ１６を介して一体にネジ１５ａ、１５ｂによ
ってネジ結合されている。超音波振動子１１の振動方向は、図１１で、符号Ｈで示したよ
うに軸方向に沿った水平方向であるが、ブースタ１６およびホーン１７の振動方向は図面
の右下に傾斜している。そして、ホーンの先端１７ａは、ホルダー部の下面１４ａより下
、つまり超音波振動ユニットの下に突出している。ホルダー部１４は、装置本体１３に組
付けられた図示しない支持機構、たとえば門型あるいはロボットハンドのような懸垂機構
により上下動可能に支持されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の超音波振動接合装置１０では、ホーンの先端１７ａが、ホルダー部の下面１４
ａより下方、つまり超音波振動ユニットの下方に突出しているので、懸垂機構によりホル
ダー部１４を下降した場合、ワークＷ３、Ｗ４に当接するのはホーンの先端１７ａのみで
ある。他に、当接するものが無いため、ワークＷ３、Ｗ４の上で懸垂機構によりホルダー
部１４を任意の位置に移動することができる。このことにより、従来できなかった範囲で
の超音波振動接合作業あるいは超音波振動溶着作業を可能にしている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　なお、斜面１６ａの軸心（Ｂ）から所定の偏心量（ｅ）だけ偏心した位置（Ｄ）に雌ネ
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ジ１６ｄを設けることと、凹部１６ｅを設けることの組み合わせ方は、超音波振動子１１
の振動を伝達する角度、ホーン１７の太さ等、実際の条件により適宜最適な割合で行うこ
とができる。実際的には、例えば所定の偏心量（ｅ）だけ偏心した位置（Ｄ）に雌ネジ１
６ｄを設けた後、振動の振幅を測定しながら、凹部１６ｅの切込み量（ｈ）を少しずつ増
やす方法がある。
　なお、ホーン１７がワークＷ３、Ｗ４の表面に対して斜め方向に振動するため、ホーン
の先端１７ａがワークＷ３、Ｗ４の表面から離れる向きに振れるときに、ホーンの先端１
７ａがワークＷ３、Ｗ４の表面を押す力が低減するので、本発明では、図示しない支持機
構により、ホルダー部１４ごとホーンの先端１７ａをワークＷ３、Ｗ４の表面に一定圧で
押圧している。そのため、ホーン１７がワークＷ３、Ｗ４の表面に対して垂直に振動する
ときと同様に超音波振動接合をすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　このように、本発明によれば、超音波振動の伝達方向を所定の角度に変更するとともに
ホーン３７側の出力面内での振動の振幅を均一にすることができ、従来できなかった範囲
での超音波振動溶着作業を可能にしている。
　図８に、本発明の第三の実施の形態にかかる他の超音波振動溶着装置の部分正面図を示
す。図８では、２つの超音波振動溶着装置３０、３１を横に並べた状態を示している。超
音波振動溶着装置３１の構成は、今説明した超音波振動溶着装置３０の構成と基本的に同
じである。超音波振動溶着装置３１では、ブースタ３６’の一端面３６ａ’と他端面３６
ｂ’の軸心に対する傾斜角を超音波振動溶着装置３０のブースタ３６と逆向きにしている
。そのため、超音波振動溶着装置３０と３１の２つの超音波振動子１１は図８のＫ２のよ
うに大きく離れているが、ホーン３７、３７’は図８のＫ１のように接近している。この
ように、本発明の第三の実施の形態にかかる他の超音波振動溶着装置では、接近した複数
個所の溶着を同時に行うことができる。
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